
る
。
投
資
家
に
お
金
を
貸
し
一
信
用
取
引
の
増
加
に
伴
う
一
信
用
取
引
で
証
券
会
社
が

出
す
際
の
金
利
が
大
き
な
収
一
大
き
な
リ
ス
ク
の
一
つ
は
、
一
投
資
家
に
貸
し
付
げ
る
資
金

益
源
に
な
る
か
ら
だ
。
新
規
一
株
価
の
振
れ
を
大
き
く
す
る
一
は
銀
行
が
融
資
す
る
。
証
券

株
式
公
開

(
I
P
O
〕
や
増
一
こ
と
だ
。
投
資
家
は
こ
の
取
一
会
社
が
破
綻
す
れ
ば
銀
行
が

に

%
A

伝
来
二
資
で
自
己
資
本
を
拡
充
し
、
一
引
を
活
用
す
る
場
合
、
証
券
一
損
失
を
被
る
。
格
付
げ
会
社

圏

5

痛
且
喝
陪
昨
=
貸
出
余
力
を
大
き
く
す
る
動
一
会
社
に
手
持
ち
の
株
式
を
担
一
の
フ
ィ
ッ
チ
・
レ
!
テ
ィ
ン

酬

官

¥

¥

棚

且

鮒

鋭

=

き

が

相

次

い

で

い

る

。

一

保

と

し

て

預

け

、

お

金

書

支

は

四

日

「

信

用

取

引

の

一

即

日

制

¥

.

惜

し

U
H剛
一
一
総
資
産
で
中
国
の
証
券
4
一
り
る
。
株
価
の
下
落
で
担
保
拡
大
で
株
式
相
場
が
警
の
一

附
帯
、
一
圃
脅
畑
一
一
位
の
妻
証
券
は
昔
、
番
価
値
が
目
減
り
す
れ
ば
投
資
一
信
用
力
に
与
え
る
影
警
が
増
一

引

総

残

/

圃

・

E
却
馴

r
u
-
-

一

一

一

取
一
畑
開
/
ー
一
%
に
間
二
構
市
場
へ
の
上
場
計
画
を
発
一
家
は
担
保
の
株
を
追
加
す
る

τてい
る
」
と
警
固
し
た
。
一

冊

、

時

億

/

・

圃

置

す

劇

団

=

表

し

た

。

調

遺

額

は

最

大

3
一
か
、
借
り
入
れ
た
お
金
を
返
中
国
の
信
用
取
引
は
2
0
一

野

ル

一

』

』

ー

』

一

弔

問

鷲

二

4
7億
香
港
ド
ル
(
約
5
4
0
一
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7
4
3月
に
始
ま
っ
た
。
一

軍

拡

州

脚

m
…

叩

一

目

の

二

0
億
円
)
で
、
香
港
の
I
P
一
そ
の
た
め
株
価
が
急
落
す
一
そ
れ
ま
で
は
個
人
が
銀
行
な
一
十

沖

戸

〕

は

ほ

川

|

|

内

し

一

0
と
し
て
は
今
年
の
喜
一
る
局
面
で
は
投
資
家
が
返
済
一
ど
か
ら
お
金
を
借
り
て
株
一
一

が
、
中
国
市
場
(
上
海
、
深
一
こ
の
信
用
残
高
が
時
価
総
一
と
な
る
。
資
本
増
強
分
の
6
一
資
金
を
確
保
す
る
た
め
の
株
一
式
に
投
資
す
る
例
が
多
く
、
一

馴
の
両
市
場
計
)
の
信
用
取
↑
額
に
占
め
る
割
合
を
み
る
と
一
割
芯
信
用
取
引
向
け
。
「
信
一
式
売
却
を
迫
ら
れ
、
株
安
に
一
証
券
当
局
め
監
督
対
象
外
一

引
の
残
高
は
四
日
時
点
で
1
一
中
国
は
3
・
5
%。
ヘ
ッ
ジ
↑
用
取
引
の
急
拡
大
に
あ
わ
一
拍
車
を
か
け
か
ね
な
い
。
こ
一
だ
っ
た
。
こ
れ
を
当
局
が
改
一

中
国
の
主
要
な
株
価
指
標
一
兆
9
6
7
8億
元
(
約
犯
兆
一
フ
ァ
ン
ド
が
多
い
米
ニ
ュ
!
一
せ
、
リ
ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
l
一
れ
は
1
月
下
旬
、
上
海
総
合
一
め
、
先
進
国
と
同
様
に
信
用
一

で
あ
る
上
海
総
合
指
数
は
初
一

7
0
0
0億
円
)
と
、
昨
年
一
ヨ
l
ク

(
2
・
4
%
)
、
日
一
ル
す
る
必
要
が
あ
る
」
(
養
一
指
数
が
1
日
で
7
・
7
%急
一
取
引
制
度
の
盤
備
を
進
め
一
「

目、

2
日
連
続
で
上
が
り
、
一
の
同
時
期
の
約
5
倍
に
膨
ら
一
本

(
0
・
5
%
)
を
大
き
く
一
健
副
社
長
)
と
い
う
わ
げ
だ
。
一
落
し
た
主
因
に
な
っ
た
。
一
た
。
一

心
理
的
な
節
目
と
さ
れ
る
4
一

ん

だ

。

日

本

の

約

問

倍

、

時

一

上

回

り

、

中

国

で

は

信

用

取

一

ヘ

一

5
0
0
台
を
一
時
回
復
し
一
価
総
額
世
界
最
大
の
米
ニ
ュ
一
引
が
株
高
を
け
ん
引
す
る
構
一
¥

た
。
国
に
よ
っ
て
制
度
が
異
一
!
ヨ
!
ク
証
券
取
引
所
の
7
一
図
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。
一
一

な
り
単
純
比
較
は
困
難
だ
一
望
く
に
相
当
す
る
。
一
世
界
で
は
金
襲
警
証
一

圃

・

・

圃

寸

|

川

川

川

川

川

|
i
j
J
1」
一
券
会
社
の
資
金
調
達
コ
ス
ト
一

・
圃
幽
一
時
閣
同
問
凶
川
地
獄
一
一
が
下
が
り
、
信
用
取
引
が
拡
一

・

・

圃

一

団

長

引

r

f

1
朝
一
一
大
し
や
す
く
な
っ
た
。
中
国
一

岨

・

・

闘

一

畑

剖

J

J

1

1

=

で

も

中

国

人

民

銀

行

(

中

央

一

盛
.

.

.

 一
例

動

内

シ

一

3
畑
=
銀
行
)
が
景
気
の
下
支
え
を
一

皿
圃
・
・
圃
一
引
錦
町
調
/
寸
附
ニ
狙
い
利
下
げ
を
繰
り
返
し
て
一

圃
圃
・
園
田
一
服
靴
、
知
一
一
日
淵
十
一
一
も
、
十
分
な
マ
ネ
ー
が
実
体
一

盟

国

・

-

用

湖

町

摘

一

一

1

話

一

一

一

回

圃

・

一

僻

た

訓

M

嶋
宇
程
一
一
経
済
に
回
ら
ず
、
信
用
取
引

-
E晶
・
・
一
は
せ
、
関
|
一
円
削
劫
ニ
を
通
じ
株
式
市
場
に
集
中
し
一

.

.

.

.

 一
時
随
一
司
戸
棚
↓
時
間
…
恒
一
て
い
る
の
が
実
態
だ
。
一

-
-
圃
圃
一
国
連
紡

V

信

一

川

餌

湘

一

一

一

一

・
・
圏
一
刷
加
叩
貯
ー
わ
凡
告
別
、
」
一
証
券
会
社
も
信
用
取
引
の
一

目
司
γ訂
引
ザ
ザ
引
拘
引
計
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
持
-
諸
立
三
日
立
と

暗
帽
防

防
膨
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3 

2 

変
動
幅
拡
大
リ
ス
ク
潜
む

|残高m兆円、 1年で5倍|

【
上
海
H
土
居
倫
之
】
中
国
で
、
株
券

を
担
保
に
資
金
を
借
り
入
れ
株
式
投
資
に

あ
て
る
「
信
用
取
引
」
が
急
拡
大
し
て
い

る
。
元
手
が
少
な
く
て
も
多
額
の
株
式
投

資
が
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。
上
海
市
場
の

株
価
が
過
去
1
年
間
で
2
倍
を
超
え
て
上

が
る
原
動
力
と
な
っ
た
。
だ
が
、
信
用
取

引
が
膨
ら
む
市
場
は
価
格
の
振
れ
幅
が
広

が
る
傾
向
を
み
せ
る
。
成
畏
鈍
化
の
一
方

で
上
昇
傾
両
を
続
け
る
中
国
株
の
相
場
は

不
安
定
化
の
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
き
た
。
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